
全国養護教諭連絡協議会 第2９回研究協議会

主題「時代の変化に対応した養護教諭の役割を追究する」
～ 養護教諭が学校保健活動で育む子供たちのウェルビーイング ～

・期日：令和６年２月1５日（金）

・会場：有楽町朝日ホール

・開催方法：会場開催

・参加者：518名

開会式

＜挨拶＞
全国養護教諭連絡協議会会長 辻野 智香
（公財）日本学校保健会専務理事 弓倉 整

＜祝辞＞
文部科学省初等中等教育局

健康教育・食育課課長 南野 圭史 氏
全国連合小学校長会会長 植村 洋司 氏



「笑顔・素直・感謝」
シンガーソングライター 松 本 隆 博 氏

特別講演

• 歌を通して、思い起こされる気持ちがたくさん湧き上がりました。
「ありがたいこと」は「当たり前ではないこと」、ついつい忘れて
しまいがちなので日々大切にしていきたいと思いました。

• とても素敵な時間でした。涙が出て感動しました。日々の生活を
当たり前だと思わずに、感謝して生きようと改めて思いました。

• 何回も涙が出て感動しました。親子の絆の良いお話が聞けて
良かったです。

• とても感動しました。ぜひ、学校や地域の講演会で皆さんにも聞い
ていただきたい内容だと思いました。

参加者の感想



「これからの学校保健と
養護教諭に求められるもの」

文部科学省初等中等教育局 健康教育・食育課

健康教育調査官

松 﨑 美 枝 氏

基調講演

• 最新の情報とともに、養護教諭の軸となる大切な職務についてお
話をいただき、原点に立ち返ることができました。

• 「養護教諭に担うことが求められる職務」など、私たちが臨む方向
について理解することができました。

• 健康診断における児童生徒のプライバシーへの配慮、感染症・ア
レルギー疾患対応など、学校保健に関する最新の知見や情報に
ついて学ぶことができました。

参加者の感想



「子供たちのウェルビーイングを高める
養護教諭の取組

～心身の健康を保持増進し、自己肯定感を育む支援～」

フォーラム

北海道教育大学
理事 渡部 基 氏

コーディネーター
シンポジスト

大阪市立
加島小学校
養護教諭
田中 舞 氏

川崎市立
日吉中学校
養護教諭
福寿 典子 氏

愛媛県立
新居浜西高等学校
養護教諭
鴻上 佳子 氏

岩手県立
盛岡ひがし支援学校
養護教諭
吉田 亜希子 氏



フォーラム

• 渡部基先生から「日本式ウェルビーイング」について解説があり、自己肯
定感だけでなく、利他性・協働性も必要であるという説明に、人とのつな
がりや関係性を築きにくいと感じている人が増えていることに納得がいき
ました。

• 共感する内容や勉強になる内容が多く、参加して良かったと感じました。
児童生徒と信頼関係を築くこと、「待つ」姿勢、専門性を活かすことが重
要だと感じました。どういうことがウェルビーイング繋がるのかを考える機
会になりました。

• シンポジストの方の発表がとても素晴らしく、明日からの生徒の関わりに
活かしていきたいと思います。シンポジストの方も日々悩み、葛藤される様
子が伝わり、「自分だけではなかったんだ」という安心感と自信につなが
りました。

参加者の感想

次回、第３０回研究協議会は2025年2月14日（金）に
開催予定です。皆様のご参加をお待ちしております


